
Chapter 02 年次有給休暇

年次有給休暇を基準日より前の日から与える場合の取り扱い

2026/4/1

入社

10日付与

2026/10/1 2027/3/31

1年間に5日年休を取得させなければなりません

〈例１ 前倒しの場合の取扱い〉

第一基準日

※その後は4/1から１年間に５日を

取得させることが義務となります
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付与期間に重複が生じる場合

2026/4/1

入社

10日付与

（基準日）

2026/10/1 2027/9/30

～2027/9/30までに５日取得

11日付与

（第二基準日）

2028/3/31

～2028/3/31までに５日取得

2027/4/1
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2026/4/1

入社

10日付与

（基準日）

2026/10/1 2027/9/30

11日付与

（第二基準日）

2028/3/31

重複期間発生

2027/4/1

～2028/３/31までに7.5日取得（期間案分） ※月数÷12×5（暦日単位なら８日）

付与期間に重複が生じる場合の特例
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⇒「月数」に端数が生じた場合の取扱い①

付与期間に重複が生じる場合の特例

基準日から翌月の応当日までを1箇月と考え、月数及び端数となる日数を算出する。

ただし、基準日の翌月に応当日がない場合は、翌月の末日をもって１箇月とする。

※月数÷12×5

１
（例）第一基準日が10/22、第二基準日が翌年4/1の場合

10/22から11/21までを1箇月とすると、翌々年3/31までの月数及び端数は

17箇月と10日（翌々年3/22～3/31まで）と算出される。
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⇒「月数」に端数が生じた場合の取扱い①

付与期間に重複が生じる場合の特例

※月数÷12×5

10日付与

（第一基準日）

10/22 翌年/10/21

11日付与

（第二基準日）

翌々年3/314/1

翌々年3/22

（3/31までの端数10日）

-------

１
（例）第一基準日が10/22、第二基準日が翌年4/1の場合

17箇月と10日
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⇒「月数」に端数が生じた場合の取扱い①

付与期間に重複が生じる場合の特例

※月数÷12×5

２ （例）第一基準日が10/22、第二基準日が翌年4/1の場合

端数 10日（翌々年3/22～3/31）

最終月の暦日数 31日（翌々年3/22～4/21）
0.32… 17.32箇月

当該端数となる日数を、最終月の暦日数で除し、 で算出した月数を加える。１



Chapter 02 年次有給休暇

⇒「月数」に端数が生じた場合の取扱い①

付与期間に重複が生じる場合の特例

※月数÷12×5

３ （例）第一基準日が10/22、第二基準日が翌年4/1の場合

17.32

12

で算出した月数を12で除した数に5を乗じた日数について時季指定する。

なお、当該日数に1日未満の端数が生じている場合は、これを1日に切り上げる。

２

5 7.21日
半日単位の取得を希望：7.5日

半日単位の取得を希望しない：8日
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⇒「月数」に端数が生じた場合の取扱い②

付与期間に重複が生じる場合の特例

※月数÷12×5

17.32 ⇒ 18

12
5 7.5日 ⇒ 8日

月数について1箇月未満の端数をすべて1箇月に切り上げ、

かつ

使用者が指定すべき日数について、

1日未満の端数をすべて1日に切り上げることでも差し支えない。
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使用者が年次有給休暇（以下年休）の時季を指定する場合に、

半日単位とすることは差し支えありませんか。

また、労働者が自ら半日単位の年休を取得した場合には、

その日数分を使用者が時季を指定すべき5日の年休から、

控除することができますか。

Q

年5日の年次有給休暇の確実な取得 わかりやすい解説 Ｑ＆A



Chapter 02 年次有給休暇

半日単位での年休の取得の希望があった場合には、

半日（0.5日）単位で取得することとして差し支えありません。

また、取得1回につき0.5日として、使用者が指定すべき

年5日の年休から控除することができます。

（なお、時間単位の年休については、使用者による

時季指定の対象とならず、労働者が自ら取得した場合でも、

その時間分を5日から控除することはできません。）

A

年5日の年次有給休暇の確実な取得 わかりやすい解説 Ｑ＆A



労働関係法令について

京

都

労 働 局

Ｋ Y O T O

Ｂｕｒｅａｕ

Ｌａｂｏuｒ

03 最低賃金制度

02 年次有給休暇

01 割増賃金の算定

Chapter



Chapter

検索必ずチェック 最低賃金

03 最低賃金制度



Chapter 03 最低賃金制度

最低賃金制度の目的

◆労働者に賃金の最低額を保証し、

その労働条件の改善を図る。

◆事業間の過当競争を排除し、

公正な競争を確保する。

労働者の「人たるに値する生活」（労働基準法第1条）を

営むに足りる賃金額を保障するために不可欠な制度
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最 低 賃 金 法 第 4 条 第 ２ 項

最低賃金の適用を受ける労働者と使用者との間の労働契約で

最低賃金額に達しない賃金を定めるものは、

その部分については無効とする。

この場合において、無効となった部分は、

最低賃金と同様の定をしたものとみなす。



1
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京都府（地域別）最低賃金

府県名 時間額

大阪府 1,177円

京都府 1,122円

兵庫県 1,116円

滋賀県 1,080円

和歌山県 1,045円

奈良県 1,051円
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特定（産業別）最低賃金

電気機械器具製造業 時間額

電子部品・デバイス

電子回路・情報通信機械器具製造業
1,136円

2
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実務上の事例問題（令和8年8月1日現在）

【業種：商業】 【年間所定労働日数：252日】

【所定労働時間数：8時間】

【賃金（月額）総支給額：225,000円】

〔内訳〕基本給：175,000円 資格手当：10,000円

営業手当（みなし残業代）：30,000円

通勤手当：10,000円
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実務上の事例問題（令和8年8月1日現在）

基本的な考え方

月給額÷1年間における1箇月平均所定労働時間数

（年間所定労働日数×1日の所定労働時間数÷12）
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実務上の事例問題（令和8年8月1日現在）

最低賃金との比較の場合、算入しない賃金

① 臨時に支払われる賃金（結婚手当など）

② 1箇月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞与など）

③ 時間外・休日及び深夜手当（深夜割増賃金など）

④ 精皆勤手当、通勤手当、家族手当

※住宅手当は最低賃金の計算から除外されません
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実務上の事例問題（令和8年8月1日現在）

基本的な考え方

1箇月平均労働時間数：252日×8時間÷12＝168時間

最低賃金との比較の場合、算入しない賃金

〔内訳〕基本給：175,000円 資格手当：10,000円

営業手当（みなし残業代）：30,000円

通勤手当：10,000円
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実務上の事例問題（令和8年8月1日現在）

基本的な考え方

1箇月平均労働時間数：252日×8時間÷12＝168時間

最低賃金との比較の場合、算入しない賃金

〔内訳〕基本給：175,000円 資格手当：10,000円

営業手当（みなし残業代）：除外賃金

通勤手当：除外賃金

⇒185,000円
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実務上の事例問題（令和8年8月1日現在）

回答

185,000円÷168時間＝1,101.19…円<1,122円

（京都府最低賃金）

例えば、

基本給を3,528円（差額21円×168時間）の賃上げにより、

京都府最低賃金以上の月給となる。

京都府最低賃金を下回る支払い実態
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検索京都賃上げ国の支援



お知らせ

検索シフト制 留意事項



お知らせ

検索労働条件明示 ルール



お知らせ

検索カスハラ対策マニュアル

京都労働局雇用環境均等室

075-241-3212



お知らせ

検索スポットワーク留意事項



お知らせ

検索治療と仕事の両立



お知らせ

ご 視 聴

あ り ごうとが いざ たしま ！
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